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2017 年度の事業報告書 

2017 年 5 月 1 日から 2018 年 4 月 30 日まで 

 

特定非営利活動法人 ratik 

 

 1 事業の成果 

 

 

学術専門書の電子出版事業については、既刊 14 点（うち 1点は無料公開）の販売を継続し、年間総販売冊数

は 193 冊、グロスの総売上額は 251,100 円になっています。また一昨年度末から開始した印刷・製本サービ

スも多く利用していただき計 106 冊を供給しました。結果として今年度は新刊の発行を果たせませんでした

が、2018 年度中の公刊に向け、著者と企画・制作を進めているところです。 

 

ratik で編集事務局を務める日本マインドフルネス学会の査読付き機関誌・電子ジャーナル「マインドフルネ

ス研究」では、2017 年 12 月に定例号となる第 2巻 第 1 号を発行したのに加え、昨年度から着手していた

「マインドフルネス認知療法」を主題にした特集号でも多くの論考が集まり、審査、制作、校正のプロセスを

経て、発行間近のところにまで漕ぎ着けています。 

同様に企画・編集・制作・公開を担当している〈身〉の医療研究会の機関紙「〈身〉の医療」については、第

3号を完成させ、ratik の web サイトでの公開を始めています。また、年次で開催される研究交流会を元に、

第 4号の企画・編集を進めています。 

 

さらに、国際日本文化研究センターから「心身 / 身心」と「環境」の哲学をテーマとする国際研究集会報告

書の校正業務、並びに、日本の哲学のパースペクティヴを英文で紹介する Nichibunken Monograph の索引

校正業務を受託しました。 

 

その他、個人情報を扱う組織として、法人web サイトを SSL(Secure Sockets Layer)化し、安全性を高めま

した。また、特に年度後半からは、研究者・実践家のみならず同業者との交流を通じ、求められる学術コミュ

ニケーションを探る努力を重ねてきました。 
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 2 事業の実施に関する事項 

 

 

 (1)特定非営利活動に関わる事業 

主に人文・社会科学系の諸学問や、学問に根ざす各種実践に係る専門図書の新刊を 

電子書籍等として企画・編集・制作・販売する事業 

 

事業内容 

 

具体的な事業項目 

(A)実施日 

(B)実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の範囲 

(E)受益対象者の人数 

事業費の金額 

(単位：円) 

電子書籍の 

企画 

既存文献等の探索 (A) 不特定 

既刊 14 点の電子書籍の販売継続。 

うち 5点については印刷・製本の 

オプションサービスを実施。 

併せて著者と新刊を企画・制作中。 

2017 年 8 月に法人web サイトを 

SSL(Secure Sockets Layer)化。 

学会・研究会の査読付機関紙等 

（電子ジャーナル）発行に伴う 

編集事務局業務の継続、 

2017 年 7 月、12 月には、 

当該年度号を発行。 

 

 

 (B) アウトプットの電子書籍は、 

ratik の法人 web サイト上で販売 

https://ratik.org 

 

(C) 2 人 

(D) 著者ならびに読者 

研究者・実践家を 

中心に広く市民一般 

 

(E) 不特定多数 

年間の書籍売上部数は 

電子版 193 冊 

印刷・製本版 106 冊 

1,292,710 

学会、研究会等の聴講 

執筆者候補とのやり取り 

編集会議 

電子書籍の 

編集・制作 

編集・校正作業 

電子書籍ファイルの制作 

電子書籍の 

販売 

販売システムの構築、改良 

販売システムの運用 

広告・宣伝活動 
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上記の出版事業や、学術・実践の発展、ひいては豊かな市民社会の形成に資する情報を 

収集・整理・発信する事業 

 

事業内容 

 

具体的な事業項目 

(A)実施日 

(B)実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の範囲 

(E)受益対象者の人数 

事業費の金額 

(単位：円) 

 

情報の収集 既存文献等の探索 (A) 不特定 

学会・研究会の査読付機関紙等 

（電子ジャーナル）発行に伴う 

編集事務局業務の継続、 

2017 年 7 月、12 月には、 

当該年度号を発行。 

2018 年 2 月に論文等の 

校正・校閲業務を受託。 

 

 (B) 成果物の一部は、 

ratik の法人 web サイト 

https://ratik.org あるいは 

学会・研究会web サイト等 

http://mindfulness.jp.net/ 

http://minoiryo.org/index.htm 

http://www.nichibun.ac.jp/ja/ 

にて公開されている。 

 

(C) 2 人 

(D) 研究者・実践家を 

中心に広く市民一般 

 

(E) 不特定多数 

143,921 

学会、研究会等の聴講 

研究者・実践家とのやり取り 

情報の整理 情報の体系化や重みづけ 

情報の発信 自社 web サイト等での 

情報発信 

サイトの管理、更新 

 


